
観察目的の栽培法、穀物種子は栄養価が高く、貯蔵性も良いが、加
工・調整してからでないと、調理して食べることはできない。詳細
な栽培・調理法は『日本雑穀むら』などにあります。

同時進行で実験を続けます。
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モロコシ5月28日発芽、ハトムギ5月30日発芽

ハトムギは多年生草
本なので、発芽が遅
い。赤い芽生えはセ
ンニンコク
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*シコクビエ：2019年に山梨県
小菅村で栽培したシコクビエ
はイノシシに食害され、収穫
できなかったので、2018年産
の種子を5月7日に播種したが、
発芽しなかった。このように1

年でも栽培して継承しなけれ
ば、容易に種子は絶えてしま
う。 5月20日に発芽試験器に
播いてみたところ4粒のみ発根
が見られたので、土に埋めた。

*ただし、イネ科の種子は低
温・乾燥状態では長期間（少
なくとも40年以上）生存する。
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アワ、キビ、
ヒエ、ハト
ムギ、モロ
コシが出穂。
下はヒエの
穂。





*アワの出穂日、8月13日

*モロコシの開花日、8月14日

*ヒエの出穂日、8月18日

ヒエ、モロコシ、ハトムギ、アワの登熟。ハト
ムギの茶色の包鞘（種子を包む）は稔実、白色
は不稔実。



*収穫したハトムギ、モ
ロコシ 9月14日

*もうすぐ、ヒエとアワ
を収穫する




